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CERAFLOUR 1010

CERAFLOUR 1010
バイオベースの微粉化ナタネワックス。水系、溶剤型、無溶剤型、UV系での使用に適し、
高レベルのツヤ消しと機械的特性の向上に寄与

製品データ

組成
微粉化ナタネワックス

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 0.91 g/cm³
融点: 70 °C
粒径分布 D50: 6 µm
粒径分布 D90: 16 µm
バイオベースの炭素含有量 (ASTM D6866): 100 %
形状: 微粉末

貯蔵および輸送
温度の影響を受けやすいので、50℃以下の温度で保管および輸送して下さい。
CERAFLOUR 1010はバイオベースであるため、湿度の高い環境で開封した容器で保管すると、微生物汚染
の影響を受け易くなります。

適用分野

塗料

特長
CERAFLOUR 1010 は耐スリキズ性と耐摩耗性を向上させます。この添加剤は強力なツヤ消し効果があり、
あらゆる系に添加することができます。粘度には影響しません。本ポリマーは、特に無溶剤型やUV系にお
いて、非常に均質で滑らかな表面を実現します。CERAFLOUR 1010はバイオベースであり、100%再生可能
原料で作ら れています。

推奨用途

木工および家具用塗料 X

一般工業用塗料 X

建築塗料 y

■ 最適     □ 適

VOCフリー (< 1500 ppm)
BRC含有: 100 %
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CERAFLOUR 1010

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.5–10 % 

上述の推奨添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は、製造工程の最後に、高いせん断速度で塗料に添加することをお薦めします。
CERAFLOUR 1010の水系スラリーを直ぐに製造しない場合は、適切な防腐剤で微生物汚染から保護する必
要があります。

特記事項
溶剤系で添加剤を使用する場合は、使用する特定の溶剤に対する製品の相溶性を試験してください。
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